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論 文 内 容 の 要 旨
この論文は, 有機性汚水の処理法として現在巌も広 く用いられている活性汚泥法の, 曝気槽内での微生
物反応による汚水浄化の機構に関して, 基礎的ならびに実証的な研究を行ない, これに基づいてこの処理













研究を批判し, 問題とされる諸点を指摘した｡ すなわち, 活性汚泥曝気槽内での基質濃度は, 基質の除去
速度がその濃度に関して必ずしも一次反応または零次反応であるとみなし得るような濃度領域にあるとは
限らないので, この両者を包含し得るような Monod式を反応式として適用することが妥当であり, しか
も数種の基質の混合液に対する総括的除去速度は, 個々の基質の除去速度の和として示されるべきである
と述べた｡ また, こうした課題を追究するための基礎的研究として, 汚水中の BOD物質を構成する個々
の有機化合物の除去機構を明らかにし, それを基礎として一般的に多数の基質が共存する場合の浄化機構
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を推論した｡ その結果, 過食の基質の場合は, Monod の基質除去式に含まれる飽和定数は非帝に小さく
なるので, 単一の基質を多量に含む汚水では, その基質除去過程は基質濃度に関して示されること, 二種
以上の基質を含む廃水では, 浄化の進行に伴なう基質の組成変化が浄化速度に安して支配的な影響を与え
ること, さらにまた多種多様な基質を含む廃水の浄化過程を総括的な汚濁指標の関数として数式的に表わ







して示された Monod式を, 種々雑多な基質を含む汚水に対して適用するためには, どのような補正が必
要であるかを知ろうとした｡ そのために基質除去速度を支配する因子として, 基質の組成が浄化速度に与
える影響と基質濃度が浄化速度に与える影響を分離して把握し, それらを実験式的に表示しようとした｡
その結果, 基質組成の影響としては, 基質の最大領去速度 (基質濃度が十分に大きいときの基 質 除去 速
皮) は基質の除去率の関数として示されること, また基質濃度の影響に関しては, 種々雑多な基質からな
る汚水においては, 見かけの飽和定数が単一の基質のそれよりもはるかに大きくなるので, 基質濃度の浄
化速度に対する影響は無視し得ないことをそれぞれ明らかにし, それらの結果を総合して筆者独自の浄化








質除去と本質的には差異がないという見解を述べた｡ また, その実験的な証明として, 活性汚泥と基質と
を接触させた際の別期における基質の除去過程が, 従来の生物吸着に関して示された一, 二甲反応式より




第五着の前半においては, 活性汚泥の活性度をその組成によって定量的に表わすことを中心課題 と し
て, 活性汚泥の窒素含有率と活性度の問にはほぼ比例関係が認められ, 活性汚泥の活性部分量を示す間接












































中での両者の含有率と活性汚泥の活性度の関係について, 多くの有用な知見を得ている｡ とくに, 曝気槽
内での窒素およびりんの摂取作用は, 炭素源基質の除去作用に比べて時間的に遅れを生 じる場合が多く,
曝気時間などの操体条件の決定に際しては, その遅れを考慮に出れなければならないことを指 摘 して い
る｡ これは, 従来のように BOD負荷のみによる設計法の欠点を補う上での一つの方針を見出したもので
あるといえる｡ 同時に著者は窒素, りんなどの補給方式に関して検討し, 上記の時間的遅れを根 拠 と し





に, 活性汚泥法による汚水処理装置の設計 ･運転上に必要な資料と指針とを与えたものであって, これら
の結果は学術上ならびに工業上寄与するところが少なくない｡
よって本論又は工学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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